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不老倉林道 

図　　名

署　　名

名　　称

縮　　尺
1

米代東部森林管理署

不老倉林道 改良工事

1号箇所 0.0　～　27.0

50　m

平面図　縦断図　1 / 1

図　示

木製路面排水工
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凡　　例

IP.1 ＢＭ　　

20

40

60

曲　線　諸　数　値　表

IP.NO D MEMOI
IA

L R
R TL SL CL BC MC EC IP

m ° ′
° ′ ° ′ m m m m m m m m
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BP
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標準断面図　　　　　　　1 / 1

米代東部森林管理署

1：50

1号箇所

不老倉林道        改良工事
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横　断　図　　　　　　　1 / 2

米代東部森林管理署

1：100

1号箇所 0.0　～　8.5

不老倉林道         改良工事
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横　断　図　　　　　　　2 / 2

米代東部森林管理署

1：100

1号箇所 13.0　～　27.0

不老倉林道         改良工事
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構　造　図　　　　　　　1 / 3

米代東部森林管理署

1：100

1号箇所

不老倉林道        改良工事

S=1:100展開図

鋼製L型擁壁工構造図

断面図 S=1:100
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壁前面の地山は残す
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めっき品、マット付
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鋼製L型擁壁　L=24.00m

天端調整壁面材　24.0m

底面幅：B(m)

壁高：H(m)

5.00

B=1.6B=1.8

5.00

H=2.5H=3.0

2.00 1.00 3.00

▽300.80

2.00

B=1.3

H=2.0 H=1.0

B=0.8B=1.6

H=2.5

B=1.3

H=2.0

B=1.0

H=1.5

DL=300.00

1.00

0.50 1.781.000.30

天端側面板

天端側面板

4.00

埋戻し線

現地盤線

水平土被り線(土砂1m、岩0.5ｍ)

縦支柱材

▽301.30

1.00

B=1.6

H=2.5

B=1.3

H=2.0

項目（頻度） 管理値又は許容値

施  工  管  理  基  準  値

特  記  事  項

完成後の壁面勾配

・盛土材は転圧作業が行えるもの、または転圧作業ができるように改
　良する事を前提とする。

・背面の掘削面に湧水がある場合は、壁体内に水が侵入しないような
　排水対策を施すこと。

・施工管理基準値は以下の項目を目安とし、各機関の基準に従うもの
　とする。

・所定の壁面勾配±0.03H(H;壁高)

最大地盤反力度

測点 15.7(BC.1) qmax＝111kN/m ＜ qa=300kN/m
2

常　時

盛土材の内部摩擦角

盛土材の単位体積重量

設  計  条  件

γ＝18.0kN/m3

φ＝35°

載荷重(活荷重)  w＝10.0kN/m2

2

盛土材の締固度
3（盛土材500m に1回） ・岩石質盛土材の場合は、工法規定方式で管

　理するものとする。

・JIS A 1210のA,B法による最大乾燥密度の
　95%以上、C,D,E法で90%以上とする。

・実施に際して土質試験等を行い、所定の土質定数や支持力を満足するか

　確認すること。

凡 例

排水材（10x300）

壁面材(1.0m)

壁面材(0.5m)

端部壁面材(0.5m)

現地盤線

埋戻し線

水平土被り(土砂1m、岩0.5m)

雪害対策用コイルキャップ

天端側面板

天端調整壁面材（L型）

排 水 材

端部壁面材（側面板）

H=1.50m ユニット

H=2.00m ユニット

1

5

5 組

14

24.3

24.0

2

24.0

枚

m

m

枚

m

鋼製L型擁壁

メッキ：壁面材

メッキ：支柱材

無処理：タイ材

無処理：アンカー材

無処理：基礎板

植生マット付

壁面積合計 m253.5

H=0.50m

H=0.60m

備　考単位数量名　　称

※中詰材は現地発生土

D350（10×300)

H=1.00m ユニット

組

組

H=2.50m ユニット

H=3.00m ユニット

組8

5 組

床掘(R1B)

埋戻(D)

0.3

4.6

▽304.16

27
.5

1:0.3
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1号箇所

米代東部森林管理署

不老倉林道                  改良工事

鋼製L型擁壁　構造詳細図

標準断面図 S=1/50

H=1.00

80

連結棒:φ13

80 110

78

128

H=1.50 H=2.00 H=2.50 H=3.00

壁面材
EX-50×200×6×6

斜タイ材 FB-6×50

連結補強材 L-65×65×6×100

アンカー材
L-100×100×7×500

底面前端桁材
L-100×100×7×500

底面梁材
L-65×65×6

縦支柱材
FB-4.5×250

連結棒:φ13

壁面材
EX-50×200×6×6

底面前端桁材
L-100×100×7×500

底面梁材
L-65×65×6

縦支柱材
FB-4.5×300

斜タイ材 FB-6×50

連結補強材 L-65×65×6×100

アンカー材
L-100×100×7×600

壁面材
EX-50×200×6×6

連結棒:φ13

縦支柱材
FB-4.5×350

斜タイ材 FB-9×65

連結補強材 L-65×65×6×150

底面梁材
L-65×65×6

アンカー材
L-130×130×9×800

底面前端桁材
L-130×130×9×800

(
5
0
0
)

W

(500)

(
1
0
0
0
)

部材詳細図 S=1/50

壁面材
EX-50×200×6×6

端部壁面材
EX-50×200×6×6

連結棒

φ13

壁高：H

FB-4.5×2501000

縦支柱材

(mm)

1500
2000
2500
3000

仕様・規格

FB-4.5×300
FB-4.5×350
FB-4.5×350
FB-4.5×400

長さ：L

1000
(mm)

1500
2000
2500
3000

幅：W
(mm)
78

103
128
128
153

底面梁材

備　考

備　考長さ：L
(mm)

仕様・規格壁高：H

1000
(mm)

1500
2000
2500
3000

L-65×65×6 800
1000
1300
1600
1800

L-65×65×6
L-65×65×6
L-65×65×6
L-65×65×6

備　考長さ：L
(mm)

仕様・規格壁高：H
(mm)

備　考長さ：L
(mm)

仕様・規格壁高：H
(mm)

1000
1500
2000
2500
3000

1000
1500
2000
2500
3000

底面前端桁材

アンカー材

500
500
800
800
800

500
600
800
800
800

L-100×100×7
L-100×100×7
L-130×130×9
L-130×130×9
L-130×130×9

L-100×100×7
L-100×100×7
L-130×130×9
L-130×130×9
L-130×130×9

斜タイ材

壁高：H
(mm)

種　別 仕様・規格 長さ：L
(mm)

幅：W
(mm)

備　考

1000
1500
2000

2500

3000

斜タイ材 FB-6×50
FB-6×50
FB-9×65
FB-9×65
FB-9×65
FB-9×65
FB-9×65

斜タイ材
斜タイ材

斜タイ材(1)
斜タイ材(2)
斜タイ材(1)
斜タイ材(2)

1606
1684
2208
1920
2594

65
65
65
65
65

881
1216

50
50

連結補強材

壁高：H
(mm)

1000
1500
2000
2500
3000

仕様・規格 長さ：L
(mm)

L-65×65×6 100
100
150
150
150

L-65×65×6
L-65×65×6
L-65×65×6
L-65×65×6

備　考

構造詳細図

壁面材取付詳細 S=1/20
(正面)

壁面材

縦支柱材

C

B B

A
A

斜タイ材取付詳細
(A-A断面) S=1/10

縦支柱材斜タイ材

2枚座金 t=4.5

M16×55（10.9）

アンカー材 連結補強材

L-65×65×6

平面図(B-B断面) S=1/50

(中詰側)

六角ボルト

底面梁材

連結棒:φ13

壁面材

底面前端桁材

(C部詳細) S=1/10
縦支柱材・底面梁材取付部詳細

H=1.00～1.50

H=2.00～

(C部平面) S=1/10

連結棒:φ13

M16×55（10.9） M16×75（10.9）

連結棒:φ13

縦支柱材

スペーサーナット
六角ナットM22(t=18mm)

連結補強材

L-65×65×6

連結補強材

L-65×65×6

M16×75（10.9）

M16×55（10.9）

スペーサーナット
六角ナットM22(t=18mm)

連結補強材

L-65×65×6

M16×55（10.9）

縦支柱材

M16×75（10.9）

M16×75（10.9）

連結棒:φ13

M16×55（10.9）

103

連結棒:φ13

壁面材
連結棒：φ13

底面梁材

底面前端桁材

アンカー材

斜タイ材
FB-9×65

六角ナットM22
スペーサーt=18

底面梁補強材
L-65×65×6

底面梁補強材

壁高：H
(mm)
2500
3000

仕様・規格 長さ：L
(mm)
300
300

L-65×65×6
L-65×65×6

備　考

連結棒:φ13

H=1.00～2.00

H=2.50～3.00

連結棒

縦支柱材

底面梁材

アンカー材
L-130×130×9×800

壁面材

L-130×130×9×800
底面前端桁材

斜タイ材(2)
FB-9×65

斜タイ材(1)
FB-9×65

FB-4.5×350

EX-50×200×6×6

L-65×65×6

128

連結補強材
 L-65×65×6×150

底面前端桁材
アンカー材

六角ボルト
M16×55（10.9）

L-130×130×9×800
L-130×130×9×800

底面梁材

縦支柱材 壁面材

連結棒

斜タイ材(2)
FB-9×65

斜タイ材(1)
FB-9×65

L-65×65×6

EX-50×200×6×6FB-4.5×400

連結補強材
 L-65×65×6×150

110 110

φ13

φ13

六角ボルト

六角ボルト 六角ボルト

六角ボルト

六角ボルト

六角ボルト 六角ボルト

六角ボルト

六角ボルト

六角ボルト
M16×55（10.9）

六角ボルト
M16×55（10.9）

六角ボルト
M16×55（10.9）

六角ボルト
M16×55（10.9）

六角ボルト
M16×55（10.9）

六角ボルト

M16×55（10.9）六角ボルト
M16×55（10.9）

六角ボルト
M16×55（10.9）六角ボルト

M16×55（10.9）

M16×55（10.9）
六角ボルト

M16×55（10.9）
六角ボルト

M16×55（10.9）

斜タイ材設置位置

斜タイ材

5080

壁面材

EX-50×152.4×4.5×5

側　面　板

EX-50×152.4×4.5×5

鋼製L型擁壁天端L型壁面材詳細図 (s=1/25)

正　面 側　面

底　面

壁　面　材

－　雪害対策用コイルキャップ付　－

コイル連結棒

斜タイ材設置位置

雪害対策用斜タイ材設置位置

50 50 50 50

EX-50×152.4×4.5×5

壁面材

コイル連結棒

斜タイ材

雪害対策用斜タイ材
腹起し材設置位置

LX-ウォール

雪害対策用斜タイ材設置位置

壁面材

腹起し材

土砂吸出し防止マット

（緑化マット）

5080

雪害対策用斜タイ材

コイル
φ5-D35-P50

（内径30mm）
50

3
5

φ9

φ9

連結棒

腹起し材

φ16

φ9

ワイヤ-クリップ

EX-50×152.4×4.5×5
壁面材

間隔約0.5m

820

1
0
0
0

5
0
0

800 1000

1020

1
5
0
0

8
0
0

2
0
0
0

1
0
5
0

1320

1
0
0
0

1200

W

L
L

1000

5
0
0

600

6
0
0

600

L

L

1000

1300

1000

7
5
0

2
5
0
0

1
6
0
0

9
0
0

3
0
0
0

1
9
5
0

153

1600

1645 1851

1800

2000(1000)

40°
715

1000

6
1
0

6
4
9

570

2000(1000)

250 500 500 500 250

6
0
0

805

45°

950

Φ
35

2000(950)

2000 (1000)

標準品外

7



1：20

図　　名

縮　　尺

名　　称

構　造　図

署　　名

3 / 3

側面図

平面図

0.10～0.12

4
.
0
0

3
.
0
0

2
.
0
0

0.21

0.21

0.21

0.10 0.10

0.008

0.21

0
.
0
7

施工基面（FL)

0
.
4
0

1
.
2
0

0
.
4
0

0
.
4
0

1
.
1
0

1
.
1
0

0
.
4
0

0
.
4
0

1
.
0
0

1
.
2
0

1
.
0
0

0
.
4
0

路盤工

400型

300型

200型

木製路面排水工標準図

Ａタイプ

米代東部森林管理署

不老倉林道                 改良工事

1号箇所

8



既設ふとんかご撤去

L=7.00m×7段

L=
8.
7ｍ

既
設
ブ
ロ
ッ
ク
積
取
壊
し

（
空
 積

）

箱型擁壁工 大型ブロック積工

L=24.0m L=63.1m



河床高

計画区間

河床高



4
.
0
0
～

7
.
0
0

0.40



500 1

2

箱型擁壁工標準断面図

0.15Ｋｈ設計水平震度

地震時

粘着力

単位体積重量

内部摩擦角

Ｃ

γ

φ

常　時

kN/m

kN/m 3

°

2

単　位

0.00

35.0

18.0

6.0

μ底盤摩擦係数 0.7

設計条件

6.0

kN/m 2ＳＡ上載荷重 0.010.0

9@500=4500

35

2

2

2

2

2

S=1:100

500

3500

4500

5500

6500

7500

8500

9500

10

1900
500底版幅以上

2
段
目
ま
で
根
入
れ

1
0
@
1
0
0
0
=
1
0
0
0
0

4
0
0

150

1:
0.
50

箱体

コンクリート基礎

アンカー鉄筋

中詰めコンクリート

D25 L=1080

壁体材
単粒度砕石
(S-40前後)

吸出し防止材

注）1.断面の小段幅は石積模様厚35ｍｍを含まない。

    2.切土掘削の法勾配は、土質状態により、協議の上決定する。

    3.背面土の盛土材は、土質試験により土質定数（φ、C、γ）を確認する。

    4.所要極限支持力度は、449kN/m 以上とする。

　　　常　時：　 224.20kN/m ×F(2.0)= 448.40kN/m

　　　地震時：   213.34kN/m ×F(1.5)= 320.01kN/m

　　　　（安全率は、常時2.0、地震時1.5を確保すること。）



2.90

2.55

2.48

2.50

2.59



2.60

2.57

2.53

7
0
9
0

4
4
7
3

6
8
5
0

7
0
0
0

4
0
1
7

2
4
3
5

5
1
0
9 2
8
6
1

4
2
2
7

4
5
1
7

3
4
8
4

3
3
6
1

3
7
2
7



5
2
2
0 2
7
8
0

3
2
8
0

5
3
5
0

2
7
9
2

3
2
9
2

2
8
4
3

3
3
4
3

5
5
0
0

2
8
6
4

3
3
6
4

5
6
0
0



2
9
6
0

3
4
6
0

5
7
1
0

3
0
0
5

3
5
0
5

5
7
6
0

3
1
2
8

3
6
2
8

5
9
3
0

2
6
8
0

5
1
3
3

3
1
8
0



2
5
5
4

5
3
1
0

3
0
5
4

5
4
9
0

3
1
5
7

2
6
5
7

5
5
5
0

2
7
9
8

3
2
9
8



S=1:100

大型ブロック積工

正　面　図
5
5
5
0
(
6
2
0
5
)

602760276027

400

5776 1501 3717 3384 5156 4456 3791 6203 7253

40059318

6866

521451835099

6
8
5
0
(
7
4
9
3
)

1
8
6
0

7
0
9
0
(
7
7
5
5
)

5243 5319 1664 3646 102791339810994

72539994

7
0
0
0
(
7
6
5
7
)

1299610994

22643903459153163492 4112

50型

5
3
3
3
(
5
9
6
2
)

5
9
3
0
(
6
6
3
0
)

5
1
0
7
(
5
7
1
0
)

4
4
7
3
(
5
3
9
3
)

5
1
0
9
(
5
5
8
9
)

5
2
2
0
(
5
7
1
0
)

5
3
5
0
(
5
8
5
2
)

5
5
0
0
(
6
0
1
6
)

5
6
0
0
(
6
1
2
6
)

5
7
1
0
(
6
2
4
6
)

5
7
6
0
(
6
3
0
1
)

5
1
3
3
(
5
7
3
9
)

5
3
1
0
(
5
9
3
7
)

5
4
9
0
(
6
1
3
8
)

5
0
4
6
(
5
6
4
0
)

4
5
4
5
(
5
1
3
0
)

40002203

371715015776

5
0
4
9
(
5
6
4
6
)

5
5
4
9
(
6
2
0
5
)

5
4
3
0
(
6
0
7
1
)

40721955

750 4493

1138 4889

6250

6
4
0
1
(
7
0
0
2
)

45732680

2540 4326

埋戻線

3000



1:
0.
5

1:
0.
5

11
2

60
3761

49

5
4
0
0

1
0
0

5
5
0
0

559

11
2

53
67

78
26

4
8
0
0

1
0
0

559

7
0
0
0

500

750

23
48

2
1
0
0

500

標準断面図

1:
0.
5

1:
0.
5

端部止めコンクリート

62
05

76
59

6
8
5
0

28
32

839

S=1:50 S=1:50

天端コンクリート

差し筋D16L500

大型ブロック積50型

胴込めコンクリート(0.23m3/m2)

大型ブロック積75型

裏込め材

天端コンクリート

胴込めコンクリート(0.180m3・0.084m3/個)

大型ブロック積

裏込め材

b～88.026.0～a
34.0～88.0

26.0～34.0 88.0～摺り付け部

L=0.40m L=0.40m L=3.00m

400

1:
0.
4

1:
0.
4

400

829

46
31

13
98

1
2
5
0

4
3
0
0

5
5
5
0

559

1313

46
50

2
5
3
3

4
3
1
7

346

947

48
08

45
704
3
0
0

839

559

1259

1745

胴込めコンクリート(0.364m3/m2)

水抜きパイプ



6
8
5
0

4
2
2
7

7
0
0
0

4
5
1
7

4
0
1
7

4
4
7
3

7
0
9
0

3
4
8
4

2
8
6
1

5
1
0
9 3
3
6
1

2
7
8
0

5
2
2
0 3
2
8
0

3
7
2
7

2
7
9
2

5
3
5
0

3
2
9
2

2
8
4
3

5
5
0
0

3
3
4
3

2
8
6
4

3
3
6
4

5
6
0
0

300

1
8
4
0

2
1
7
7

4
1
5
8

1
5
4
1

1
8
4
0

5
9
5

2
4
3
5

300

3
4
8
4

2
8
6
1

300

3
3
6
1

3
2
8
0

300

300

3
2
9
2

3
3
4
3

300

2
5
7
3

400

1
0
5
2

400

400

400

1
2
3
1

400

1
5
0
6

1
5
2
2

400

1
0
9
5

400 400

1
2
0
2

300

400



5
7
1
0

2
9
6
0

3
4
6
0

3
0
0
5

3
5
0
5

5
7
6
0

3
1
2
8

3
6
2
8

5
9
3
0

2
6
8
0

5
1
3
3

3
1
8
0

5
3
1
0

3
0
5
4

2
5
5
4

2
6
5
7

5
4
9
0

3
1
5
7

2
7
9
8

5
5
5
0

3
2
9
8

1
1
3
1

300

400

1
1
6
9

300

400

1
5
7
3

300

400

1
5
1
3

400

300

1
5
5
9

1
3
0
4

300

300

400

400

2
7
9
8

3
2
9
8

1
3
8
4

300

400



1:
0.
5

端B

端B

端B

端B

端B

端B

端B

端B
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断面積
A＝(0.20+0.40)/2×1.00＝0.30ｍ2

V＝0.30×2.00＝0.60ｍ3

1ブロック当りの体積

1.
02

保護コンクリート

端部型枠
A＝(0.20+0.40)/2×1.00＝0.30ｍ2

A＝1.02×2.00＝2.04ｍ2
1ブロック当りの正面部型枠

保護コンクリート型枠

側 面 図 正 面 図

保護コンクリート詳細図
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横　断　図　　　　　　　2 / 2
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図　　名
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縮　　尺

構　造　図　　　　　　　1 / 2

米代東部森林管理署

1：100

3号箇所

不老倉林道 　　　　　 改良工事
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S=1:100
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縮　　尺

構　造　図　　　　　　　2 / 2
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不老倉林道 　　　　　 改良工事

縮　　尺

床掘(S3) = 1.7
床掘(R1B)= 3.3

0.0

1.5

4.0

9.5

14.7(MC1)

20.0

23.0

27.0

31.1(EC1)

34.0

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

6
.
8
0

1:
0.
5

6
.
8
0

1:
0.
5

6
.
8
0

1:
0.
5

6
.
8
0

1:
0.
5

6
.
8
0

6
.
4
0

6
.
4
0

6
.
0
0

1:
0.
5

1:
0.
5

1.86

1.85

1.91

1.91

4
.
9
5

0.80

5
.
1
9

0.82

4
.
4
0

0.74

0.78

4
.
7
9

4
.
1
6

0.72

4
.
0
3

0.70

3
.
8
4

0.68

3
.
9
1

0.69

4
.
4
2

7
.
3
0

2
.
8
3

5
.
7
8

土工横断図

埋戻(C)　= 0.1
埋戻コン = 0.32

床掘(S3) = 5.7
床掘(R1B)= 1.9
埋戻(C)　= 0.2
埋戻コン = 0.78

床掘(S3) = 4.9
床掘(R1B)= 2.3
埋戻(C)　= 0.1
埋戻コン = 0.71

床掘(S3) = 4.7
床掘(R1B)= 2.9
埋戻(C)　= 0.9
埋戻コン = 1.30

床掘(S3) = 5.0
床掘(R1B)= 2.5
埋戻(C)　= 1.0
埋戻コン = 1.07

床掘(S3) = 2.7
床掘(R1B)= 2.0
埋戻(C)　= 0.2
埋戻コン = 0.27

床掘(S3) = 4.8
床掘(R1B)= 2.4
埋戻(C)　= 0.2
埋戻コン = 0.82

床掘(S3) = 3.2
床掘(R1B)= 3.1
埋戻(C)　= 0.4
埋戻コン = 0.83

床掘(S3) = 4.8
床掘(R1B)= 2.3
埋戻(C)　= 1.2
埋戻コン = 1.00

床掘(S3) = 6.8
床掘(R1B)= 1.9
埋戻(C)　= 0.6
埋戻コン = 0.78

ａ

4.0ａ

床掘(S3) = 5.7
床掘(R1B)= 1.9
埋戻(C)　= 0.2
埋戻コン = 0.78

ｂ

34.0ｂ

床掘(S3) = 6.8
床掘(R1B)= 1.9
埋戻(C)　= 0.5
埋戻コン = 0.78

裏込め材 = 2.90

裏込め材 = 2.70

裏込め材 = 2.58

裏込め材 = 2.28

裏込め材 = 2.11

裏込め材 = 2.02

裏込め材 = 1.88

裏込め材 = 1.93



7

図　　名

署　　名

名　　称

縮　　尺

作業仕組図　　　　　　　1 / 1 

米代東部森林管理署

図示

3号箇所

不老倉林道 　　　　　 改良工事

縮　　尺

R=
60

-1.8(BC.1)

0.0

20.0

1
4
.
7
(
M
C
1
)

IP.1

31.1(EC.1)

1.5 4.0 9
.
5

23.0

27.0

34.0

KBM(3T-1)
H=332.896

3T-2

R=
60

露岩

EP方
向

12.50

作業用道路

仮締切  大型土のう  N=46袋

大型土のう
仮締切

3.00m程度



Ｎ

B
P
(
0
.
0
)

4
.
0

1
2
.
0

2
0
.
0

3
0
.
0

3
5
.
0

4
0
.
0

E
P
(
4
3
.
0
)

4
6
.
0

名　称

種　類

延　長

勾
最　急

最　緩

平　均

最　小
半　径

全幅員

L=43.0　m

W=3.60　m

－　m

4.7　％

4.7　％

4.7　％
配

自動車道2級

不老倉林道 

図　　名

署　　名

名　　称

縮　　尺 1:200
1

平　面　図　　　　　　　1 / 1

米代東部森林管理署

不老倉林道          改良工事

4号箇所 0.0　～　43.0

KBM(4T-1)
H=337.435 4T-2

既設ブロック積

既設石積

既設ブロック積
（護 岸）

既設谷止工
（平成13年施工）

-
1
4
.
0

Ｈ＝

凡　　例

IP.1 ＢＭ　　

20

40

60

鋼製L型擁壁工 L=23.0m

3075林班 は
1

と
水

3071林班

曲　線　諸　数　値　表

IP.NO D MEMOI
IA

L R
R TL SL CL BC MC EC IP

m ° ′ ° ′ m m m m m m m mBP BP=  0.0

EP EP= 43.043.0

° ′90 23

４号箇所 L=43.0m

1
.
4
0

1
.
4
0

0
.
0

4
3
.
0

1
.
5

2
4
.
4



B
P
(
0
.
0
)

4
.
0

1
2
.
0

2
0
.
0

3
0
.
0

3
5
.
0

4
0
.
0

E
P
(
4
3
.
0
)

4
6
.
0

3
3
7
.
8
9

3
3
8
.
0
9

3
3
8
.
4
0

3
3
8
.
6
9

3
3
9
.
1
9

3
3
9
.
5
2

3
3
9
.
7
6

3
3
9
.
8
9

3
3
9
.
9
9

3
3
7
.
8
9

3
3
8
.
0
8

3
3
8
.
4
5

3
3
8
.
8
3

3
3
9
.
3
0

3
3
9
.
5
4

3
3
9
.
7
7

3
3
9
.
9
1

0
.
0
0

0
.
0
1

0
.
0
2

0
.
0
1

0
.
0
2

0
.
0
0

0
.
0
5

0
.
1
4

0
.
1
1

L=43.0
0m

i=4.70
%

3
3
7
.
8
9

3
3
9
.
9
1

-
5
.
0

3
3
7
.
5
7

3
4
0
.
1
4

+
5
.
0

G

GH

SP

C

FH

BH

CH

337.435
KBM(4T-1)

DL=330.00

1：200

1
：
1
0
0

335.00

340.00

図　　名

署　　名

名　　称

縮　　尺 V=1:100  H=1:200
2

縦　断　図　　　　　　　1 / 1

米代東部森林管理署

不老倉林道          改良工事

4号箇所 0.0　～　43.0

河床高

-
1
4
.
0

3
3
7
.
0
0

3
3
7
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
0

名　称

種　類

延　長

勾
最　急

最　緩

平　均

最　小
半　径

全幅員

L=43.0　m

W=3.60　m

－　m

4.7　％

4.7　％

4.7　％
配

自動車道2級

不老倉林道 



3

標 準 断 面 図
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縮　　尺

標準断面図　　　　　　　1 / 1

米代東部森林管理署
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図　　名

署　　名

名　　称

縮　　尺

構　造　図　　　　　　　1 / 2

米代東部森林管理署

1：100

不老倉林道          改良工事

4号箇所

断 面 図
S=1:100

3.00

3.600.20

0.300.30

1
.
5
0
～
2
.
5
0

S=1:100展開図

鋼製L型擁壁工構造図

1.0以上

1.5

2.5

2.3埋戻(D)

床掘(S3)

4.0 12.0 20.0 24.4

床掘(S3) 3.9

埋戻(D) 4.0

床掘(S3)

埋戻(D)

4.0

4.2

2.4床掘(S3)

埋戻(D) 2.7 埋戻(D)

2.2床掘(S3)

2.7

▽338.08

0.47

2
.
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0

0
.
2
8

1.30

鋼製L型擁壁
めっき品、マット付

天端調整壁面材

雪害対策コイルキャップ

掘削線
壁前面の地山は残す 1.00～1.60

1.40

1.40 CL

S3

2
.
0
0

0
.
1
5

▽338.45

1.30

1.40

▽337.96

1
.
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.
5
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0
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5
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1
.
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0
.
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▽339.04

項目（頻度） 管理値又は許容値

施  工  管  理  基  準  値

特  記  事  項

完成後の壁面勾配

・盛土材は転圧作業が行えるもの、または転圧作業ができるように改
　良する事を前提とする。

・背面の掘削面に湧水がある場合は、壁体内に水が侵入しないような
　排水対策を施すこと。

・施工管理基準値は以下の項目を目安とし、各機関の基準に従うもの
　とする。

・所定の壁面勾配±0.03H(H;壁高)

最大地盤反力度

H=2.5m qmax＝ 94kN/m ＜ qa=300kN/m2常　時

盛土材の内部摩擦角

盛土材の単位体積重量

設  計  条  件

γ＝18.0kN/m3

φ＝35°

載荷重(活荷重)  w＝10.0kN/m2

2

盛土材の締固度
3（盛土材500m に1回） ・岩石質盛土材の場合は、工法規定方式で管

　理するものとする。

・JIS A 1210のA,B法による最大乾燥密度の
　95%以上、C,D,E法で90%以上とする。

・実施に際して土質試験等を行い、所定の土質定数や支持力を満足するか

　確認すること。
凡 例

排水材（10x300）

壁面材(1.0m)

壁面材(0.5m)

端部壁面材(0.5m)

現地盤線

埋戻し線

水平土被り(土砂1m)

排水材

1：
0.
3

0
.
5
以
上

DL=335.00

30
.0

20
.0

12
.0

4.
0

0.
0

10.00 7.99 8.07 4.03

▽339.30
▽338.83

▽338.45
▽338.08

鋼製L型擁壁　L=23.00m

1
.
5
0

▽337.30
▽336.80

▽336.30
▽335.80

1
.
5
0

▽336.30
▽335.80

天端調整壁面材　23.0m

4.445.56 2.50 1.53

2.00 6.00 1.00 7.002.00 4.00 1.00

B=1.0

H=1.5

B=1.3

H=2.0

B=1.6

H=2.5

B=1.3

H=2.0

B=1.0

H=1.5

B=1.3

H=2.0

B=1.0

H=1.5

底面幅：B(m)

壁高：H(m)

DL=335.00

▽337.89

天端側面板

天端側面板

埋戻し線

現地盤線

水平土被り1m線

縦支柱材

1.
524

.4

▽339.04

▽337.96

雪害対策用コイルキャップ

天端側面板

天端調整壁面材（L型）

排 水 材

端部壁面材（側面板）

H=2.00m ユニット

H=2.50m ユニット

7

15

1 組

12

13.1

23.0

2

23.0

枚

m

m

枚

m

鋼製L型擁壁

メッキ：壁面材

メッキ：支柱材

無処理：タイ材

無処理：アンカー材

無処理：基礎板

植生マット付

壁面積合計 m243.0

H=0.50m

H=0.60m

備　考単位数量名　　称

※中詰材は現地発生土

D350（10×300)

H=1.50m ユニット

組

組

0.10
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4号箇所

米代東部森林管理署

不老倉林道          改良工事

鋼製L型擁壁　構造詳細図

標準断面図 S=1/50

H=1.00
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連結棒:φ13
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H=1.50 H=2.00 H=2.50 H=3.00

壁面材
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アンカー材
L-100×100×7×500

底面前端桁材
L-100×100×7×500

底面梁材
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縦支柱材
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連結棒:φ13
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(
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0
0
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W

(500)

(
1
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0
0
)

部材詳細図 S=1/50

壁面材
EX-50×200×6×6

端部壁面材
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連結棒

φ13

壁高：H

FB-4.5×2501000

縦支柱材
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1500
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3000
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FB-4.5×400

長さ：L

1000
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1500
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幅：W
(mm)
78
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128
153

底面梁材

備　考

備　考長さ：L
(mm)

仕様・規格壁高：H

1000
(mm)

1500
2000
2500
3000

L-65×65×6 800
1000
1300
1600
1800

L-65×65×6
L-65×65×6
L-65×65×6
L-65×65×6

備　考長さ：L
(mm)

仕様・規格壁高：H
(mm)

備　考長さ：L
(mm)

仕様・規格壁高：H
(mm)

1000
1500
2000
2500
3000

1000
1500
2000
2500
3000

底面前端桁材

アンカー材

500
500
800
800
800

500
600
800
800
800

L-100×100×7
L-100×100×7
L-130×130×9
L-130×130×9
L-130×130×9

L-100×100×7
L-100×100×7
L-130×130×9
L-130×130×9
L-130×130×9

斜タイ材

壁高：H
(mm)

種　別 仕様・規格 長さ：L
(mm)

幅：W
(mm)

備　考

1000
1500
2000

2500

3000

斜タイ材 FB-6×50
FB-6×50
FB-9×65
FB-9×65
FB-9×65
FB-9×65
FB-9×65

斜タイ材
斜タイ材

斜タイ材(1)
斜タイ材(2)
斜タイ材(1)
斜タイ材(2)

1606
1684
2208
1920
2594

65
65
65
65
65

881
1216

50
50

連結補強材

壁高：H
(mm)
1000
1500
2000
2500
3000

仕様・規格 長さ：L
(mm)

L-65×65×6 100
100
150
150
150

L-65×65×6
L-65×65×6
L-65×65×6
L-65×65×6

備　考

構造詳細図

壁面材取付詳細 S=1/20
(正面)

壁面材

縦支柱材

C

B B

A
A

斜タイ材取付詳細
(A-A断面) S=1/10

縦支柱材斜タイ材

2枚座金 t=4.5

M16×55（10.9）

アンカー材 連結補強材

L-65×65×6

平面図(B-B断面) S=1/50

(中詰側)

六角ボルト

底面梁材

連結棒:φ13

壁面材

底面前端桁材

(C部詳細) S=1/10
縦支柱材・底面梁材取付部詳細

H=1.00～1.50

H=2.00～

(C部平面) S=1/10

連結棒:φ13

M16×55（10.9） M16×75（10.9）

連結棒:φ13

縦支柱材

スペーサーナット
六角ナットM22(t=18mm)

連結補強材

L-65×65×6

連結補強材

L-65×65×6

M16×75（10.9）

M16×55（10.9）

スペーサーナット
六角ナットM22(t=18mm)

連結補強材

L-65×65×6

M16×55（10.9）

縦支柱材

M16×75（10.9）

M16×75（10.9）

連結棒:φ13

M16×55（10.9）

103

連結棒:φ13

壁面材
連結棒：φ13

底面梁材

底面前端桁材

アンカー材

斜タイ材
FB-9×65

六角ナットM22
スペーサーt=18

底面梁補強材
L-65×65×6

底面梁補強材

壁高：H
(mm)
2500
3000

仕様・規格 長さ：L
(mm)
300
300

L-65×65×6
L-65×65×6

備　考

連結棒:φ13

H=1.00～2.00

H=2.50～3.00

連結棒

縦支柱材

底面梁材

アンカー材
L-130×130×9×800

壁面材

L-130×130×9×800
底面前端桁材

斜タイ材(2)
FB-9×65

斜タイ材(1)
FB-9×65

FB-4.5×350

EX-50×200×6×6

L-65×65×6

128

連結補強材
 L-65×65×6×150

底面前端桁材
アンカー材

六角ボルト
M16×55（10.9）

L-130×130×9×800
L-130×130×9×800

底面梁材

縦支柱材 壁面材

連結棒

斜タイ材(2)
FB-9×65

斜タイ材(1)
FB-9×65

L-65×65×6

EX-50×200×6×6FB-4.5×400

連結補強材
 L-65×65×6×150

110 110

φ13

φ13

六角ボルト

六角ボルト 六角ボルト

六角ボルト

六角ボルト

六角ボルト 六角ボルト

六角ボルト

六角ボルト

六角ボルト
M16×55（10.9）

六角ボルト
M16×55（10.9）

六角ボルト
M16×55（10.9）

六角ボルト
M16×55（10.9）

六角ボルト
M16×55（10.9）

六角ボルト
M16×55（10.9）六角ボルト

M16×55（10.9）
六角ボルト
M16×55（10.9）六角ボルト

M16×55（10.9）

M16×55（10.9）
六角ボルト

M16×55（10.9）
六角ボルト

M16×55（10.9）

斜タイ材設置位置

斜タイ材

5080

壁面材
EX-50×152.4×4.5×5

側　面　板

EX-50×152.4×4.5×5

鋼製L型擁壁天端L型壁面材詳細図 (s=1/25)

正　面 側　面

底　面

壁　面　材

－　雪害対策用コイルキャップ付　－

コイル連結棒

斜タイ材設置位置

雪害対策用斜タイ材設置位置

50 50 50 50

EX-50×152.4×4.5×5
壁面材

コイル連結棒

斜タイ材

雪害対策用斜タイ材
腹起し材設置位置

LX-ウォール

雪害対策用斜タイ材設置位置

壁面材

腹起し材

土砂吸出し防止マット
（緑化マット）

5080

雪害対策用斜タイ材

コイル
φ5-D35-P50
（内径30mm）

50

3
5

φ9

φ9

連結棒

腹起し材

φ16

φ9

ワイヤ-クリップ

EX-50×152.4×4.5×5
壁面材

間隔約0.5m

820

1
0
0
0

5
0
0

800 1000

1020

1
5
0
0

8
0
0

2
0
0
0

1
0
5
0

1320

1
0
0
0

1200

W

L
L

1000

5
0
0

600

6
0
0

600

L

L

1000

1300

1000

7
5
0

2
5
0
0

1
6
0
0

9
0
0

3
0
0
0

1
9
5
0

153

1600

1645 1851

1800

2000(1000)

40°
715

1000

6
1
0

6
4
9

570

2000(1000)

250 500 500 500 250

6
0
0

805

45°

950

Φ
35

2000(950)

2000 (1000)

8


